
東大和市におけるごみ処理の現状と課題 
 

１ ごみ処理の現状 

 （１）廃棄物処理量（過去５年の推移） 

 

 

 （２）分別収集の区分 
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4,814,777 4,879,149 5,275,043 5,259,411 
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２ 今後の課題 

資源物処理における課題 

   現在、処理能力が５トン／日未満となっていることから、処理品目の追加や処理量

の増加に耐えられない状況になっている。 

   また、作業スペースのみであることから、施設見学のためのスペースは確保できて

おらず、施設の老朽化も抱えている。 

 

 

 

 

 

【市暫定リサイクル施設の概要】 

   設  置：平成６年１１月 

   敷地面積：約４，３１１平方メートル 

   処理能力：４．５トン／日（５ｈ） 

   取扱品目：かん（アルミ・スチール） 

びん（カレット・生きびん） 

ペットボトル 

紙パック 

白色トレイ 

蛍光管 

乾電池 

せん定枝 

 

   

     

 


